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Social Return on Investmentを活用した 

科学 による 

社会的インパクトの定 的評価 

 
伊 , , 田一 , 高 ( 大学) 

 
の 決 学 開発 た は、 た 用し、 の

化 要 では、 学 の開発 の の ン 化・定

化した上で、 学 プ 、 の審査、プ の ン 、

、 の ン の た し 、 Social Return on 

Investment(SROI)の 用 性 学 で、 研究

きた SROI 、 学 の で、 学 の 開

もので  

は、 学 SFC 研究 、 人 学 機 学 ー ン

の 学 研究開発プ の し 学 の 期 の 化・定 化

の開発 プ し 研究 、 要請 し 、SROI

Social Return on Investment, ース した での 性 、特

学 ン の定 の ず もので  

 

1. 学 ン の定 の  

 

で、 学 開発 対 は、対 プ の 性 し きた 、 の

は は ン ス 特 もの た の 、 学 開発

の定 は し 、 た の は 同 のピ ー ・定

性 も た のた 、開発 た の 金 ・非 金 対

の 化 は 、 学 ミ ー ン の きた i  

学 4 期 学 も、 ンス・ ースでの の重要性

、 学 始 対 た 、 の ン

ス の し 、 の ス 対し の 済 利 ン 対 、定

求 ii  

 

2. SROI の開発の 、定 SROI の  

 

SROIは、 REDF Roberts Enterprise Development Fund 90 年 、 ・

ル 費用 の も 、 ス ROIの 出 用し 開発 た ン の

定 で iii  

SROIでは、 動 対し た 金 ース プ の 発 した、

の ン 、 対 Xの で REDFでは の

き、20 の非 利 対 SROI ー 2000年 発 、 性の し

き だ  

2000年 は、SROI 対 研究 でも 、 の ン ン new economics 

foundation(nef) 、 ンダのScholten & Frassen SROIの研究 用 、REDFの ー

ー したSROIの 用 ド ン 2003年、2006年 発 た iv た、2008年 はSROI 

Network 、SROI 者の ー し ンドン 設 、2012年 では、

20 上 の800 ン ー 、  

SROI 、特 のは SROIの 用

た で 2007年 は ス ンド SROI Projectv 3年間のプ

上 、SROIの 、 プ ー・ ー ース た の
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化 の研究 の はSROIの 用 ド ン A Guide to Social Return on 

Investment し 、 SROI Networkの 同出 し 2009年 発  

定 の の し 特 きは、Department of Health(DOH) National 

Health Service(NHS) の し のSROIの で vi DOHでは、従 のサー ス

性の NHSの の し 、2009年 Social Enterprise Investment Fund SEIF 設

、 従 者のスピン の 業の設 対し の 金

2009年 2010年6 で 、130 の 業 対し 、 23 ンドの

金 た 、 の の30 、 の 化 、 の 動 ン

の し 、SROIの 対 金 、 ー た  

た特 、 は、2012 年 3 Social Value Act vii 上 し、 の

サー ス の 業 、 の ン の定 もので 、

SROI た、 ン ンス・ ースで し、 た 開

動き  

た、 も、 高 者 業の 、 業CSR 者 業の viii

SROI 用 の  

 

3. SROI の ン の定 学 ミ ー ン 用 性 

 

し のSROI は2 の特 1 従 の 済 定 では 定

で た、 し の し 、 ンス・ ースでの定 ン

し、 、 金 で ミ ー ン し、 の

・ プ ス で 2 、 の ・ プ ス 、 ス ー ルダ

ーの のも で、 プ ス 重 で  

 

1 の特 で 定 ル し の SROI 、 学 の研究開発・ 用 は、

出 出 は、 学 開発 の ス 対し 、

の の 決 対し の の 、 ス ー ルダー 、 の

の 、 、 学 の の定

た、 ス ー ルダー 対し 、 ンプ の 、 期

ン 化 た は、 の ース 、 の も期 でき  

 

た、上 した 2 の SROI の特 、特 の 、 ン

ス・ ースでの 、 た の 学 の開発 、 の 期 、

の 決 の 、定 で、 学 ミ ー ンの

出 性  

ン 対 SROI の は、 した 、 ン の定 化 のものの

ず、定 化 の プ ス 、 者で 業、 、サプ ー、 、

ス ー ルダー の ー ル 、 の 動 は の の

、 でき の 、 の のもの

の 出 の き ン  

 

特 学 ミ ー ン は、研究機 、開発 た 学

者、 た 機 の間での 出 重要で  

SROI 用した では、 ス ー ルダー き だ 、 学 の

ス ー ルダー 、 の は 機 も だ  

 

4. 要 ド ンの  

 

の 用 た は、定 ルの ド ン、 ースス の 、

対し 用 定 のた の 、 のた のプ ー・ ー ース の

要で  
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化 の研究 の はSROIの 用 ド ン A Guide to Social Return on 

Investment し 、 SROI Networkの 同出 し 2009年 発  

定 の の し 特 きは、Department of Health(DOH) National 

Health Service(NHS) の し のSROIの で vi DOHでは、従 のサー ス

性の NHSの の し 、2009年 Social Enterprise Investment Fund SEIF 設

、 従 者のスピン の 業の設 対し の 金

2009年 2010年6 で 、130 の 業 対し 、 23 ンドの

金 た 、 の の30 、 の 化 、 の 動 ン

の し 、SROIの 対 金 、 ー た  

た特 、 は、2012 年 3 Social Value Act vii 上 し、 の

サー ス の 業 、 の ン の定 もので 、

SROI た、 ン ンス・ ースで し、 た 開

動き  

た、 も、 高 者 業の 、 業CSR 者 業の viii

SROI 用 の  

 

3. SROI の ン の定 学 ミ ー ン 用 性 

 

し のSROI は2 の特 1 従 の 済 定 では 定

で た、 し の し 、 ンス・ ースでの定 ン

し、 、 金 で ミ ー ン し、 の

・ プ ス で 2 、 の ・ プ ス 、 ス ー ルダ

ーの のも で、 プ ス 重 で  

 

1 の特 で 定 ル し の SROI 、 学 の研究開発・ 用 は、

出 出 は、 学 開発 の ス 対し 、

の の 決 対し の の 、 ス ー ルダー 、 の

の 、 、 学 の の定

た、 ス ー ルダー 対し 、 ンプ の 、 期

ン 化 た は、 の ース 、 の も期 でき  

 

た、上 した 2 の SROI の特 、特 の 、 ン

ス・ ースでの 、 た の 学 の開発 、 の 期 、

の 決 の 、定 で、 学 ミ ー ンの

出 性  

ン 対 SROI の は、 した 、 ン の定 化 のものの

ず、定 化 の プ ス 、 者で 業、 、サプ ー、 、

ス ー ルダー の ー ル 、 の 動 は の の

、 でき の 、 の のもの

の 出 の き ン  

 

特 学 ミ ー ン は、研究機 、開発 た 学

者、 た 機 の間での 出 重要で  

SROI 用した では、 ス ー ルダー き だ 、 学 の

ス ー ルダー 、 の は 機 も だ  

 

4. 要 ド ンの  

 

の 用 た は、定 ルの ド ン、 ースス の 、

対し 用 定 のた の 、 のた のプ ー・ ー ース の

要で  

 

ず 、 学 の開発・ ン の ・ ル 明 定

の 要で  

SROI では、 ス ー ルダーの 出 た上で、 のス ー ルダー 動 開

ンプ ・ プ ・ の ル 係の ル

の上で、 の の 、 数の の 、

定 プ ー 設定 で、 の定 ルの

特 研究 の は、 終 ン

定 ず、 プ ・ ルでの の 定した研究も 、 の の の も

 

 

、 の 用 の ド ン 要で SROI はプ の の

ス ー ルダー間の 要で 、 X での SROI の は では

の た上でのプ 間の 、同 プ 間でのサ ・ ループ間での 、

は同 プ の での ー ンス 、 の 用 ル 定

も、 の 要  

 

、 の ース SROIの 用 で 、 の の 用 の

ド ン 要で SROI は ンス・ ースでの定 た 、 要 ー 定 ず、 ー

プ の の 、 の工数 し、 の で ース

ンス の定 の のた は、プ の 、 定

は の もの 、 の 定 、 のた の ー ー の プ ス

た、 プ の し 定 要  

 

、 定 金 た のプ ・ ー ースの開発 要で

は、 Green Book 発 し、 の ド ン、費用 のた

の ー ース し 、 は の もの し た 、 のた のプ ・

ー ースの開発 期  

 

5.  SROI の ンス・ ースでの の 性 

 

SROI 対し は、 定 ・ 定 の ず 定 は、 の 性の

の設定の し 重要 、 性 き

対し 、 プ ー 、金 出 SROIは、 業の

し で  

対し 、 性 対 定 の は、 た、

での ース の 化 対 特 、金 での ス ・ ーン 同 、

ーン 明 で、 き ーン 業 対し は した 金 ース

き、 で、 ース 化でき のでは 期

で  

 

の の は、 Social Stock Exchangeix、 ン ール Asian 

Impact Investment Exchangex 、 だ た では 、 ー ン

の ー ン で Impact Reporting and Investment Standard (IRIS)の設

、 た 業の で Global Impact Investing Rating System(GIIRs)

、機 の高 SROI ン の も、 の 間 での

ー ン の 定の動きで 、 の は、 化 た

動き し でき  

 

特 、 も、3.11 発 発 、 学 の開発・ 対 用性

の 、 た の の 業の 用し 、 ン の



― 672―

の し 動きは、 も の 、 ンス・ ースでの定 の

ー ー し の、SROI の 用 求 だ  

 

                                                   
i 学 ー ン のた の 学   ,     年     , 

学  学 , p1 
ii 学 ー ン のた の 学  , 学 ー ン の

た の 学 員  , 年 , p4 
iii “Social Return on Investment – Lessons learned from Australia”, Social Venture Australia, February 2012, P8 
iv “Social Retrun on Investment : A Guide to SROI Analysis”, Scholten, Nicholls, Olsen, Galimidi, 2006 
v http://www.socialimpactscotland.org.uk/ 
vi “Measuring social value”, Department of Health, 2010 
vii http://www.legislation.gov.uk/ukpga/2012/3/contents/enacted 
viii ミ IT ス ルプ    IT 用した 者 プ 係 査

, ・ 研究 , 2011 年 9 http://www1a.biglobe.ne.jp/pmssi/base.html 
ix http://www.socialstockexchange.com/sse/ 
x http://www.asiaiix.com/  
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